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第５回 阿賀野川自然再生
モニタリング検討会

焼山地区ワンドの現状と今後の対応について

阿賀野川河川事務所

平成２９年３月
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H24 H25 H26 H27 H28 H29～

自然再生計画

自然再生検討会
（H26より ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検討会）

ワークショップ

設計・工事

事前調査、
事後モニタリング

●H25.2自然再生計画書（案）

● ● ● ● ●

検討 （適宜更新）

● ●

設計

対策検討

● ● ●● ●
（今回）

工事

●魚、植物

●水温、
空撮

●試掘ピット（池）
→水位計測

●聴き取り調査、
ボーリング、
地下水位、連続
水位、地下水質、
土壌分析
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1.  焼山地区ワンドの検討・整備の経緯

水量

水質

■項目別の課題と認識

■経緯

・平成28年度は、水位、生物等のモニタリングを継続し、新たに地下水揚水試験を実施。

聴き取り調査より
『かつて湧出量大』

『湧出が期待
できるだろう』

課題：湧出量少

課題：赤水

対策
検討

課題：低ＤＯ

対策
検討

課題：
下流水路
河床上昇

対策
検討

●トレンチ掘削（池）
→地下水揚水試験、
連続水位

●水質、底質、湧水、
空撮、（2回）魚類、
植物

●水質、底質、湧水、
空撮、(2回)魚類、植物

●試掘
→湧出量

計測
●水質
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上流たまり

試堀

国土交通省
阿賀野川河川事務所（参考）平成27年度末時点の今後の対策の方向性について

■実現性確認のための追加調査（案）

・渇水時にも導水可能かを確認するための、地下水位連続観測。

・導水可能な水量を確認するための、揚水試験。
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焼山ワンド

【今後の対策（案）】
・「中流たまり」付近
からの導水

【現状】
・旧河道沿いの流れが、

「中流たまり」まで到達

・水量確保のため、（旧河道沿いの）「中流たまり」付近からの導水について、検討していく。

・なお、「中流たまり」の水は、雨水も混入して、鉄分も低いため、仮に導水した場合には、
赤水現象の緩和も期待できる。

中流たまり

阿賀野川

【今後の対策（案）】
・下流水路の堆積

土砂の除去と拡大
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2. 焼山地区の変遷 （１）昭和期の変化

・昭和初期には、焼山ワンドの上流側に「細流」があり、本川からの水が通じていた。

・昭和後期になると、堆積等により細流は途切れたが、現在でも２箇所のたまりに、水面
が維持されている。

S23.3.31 S50.11.12

昭和初期（S23、約７０年前） 昭和後期（S50、約４０年前）

本川から流れ込
む細流あり

堆積等により、
細流は途切れている

焼山
ワンド

中流たまり

上流たまり

焼山ワンド

中流たまり

上流たまり

締切堤

締切堤
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2.焼山地区の変遷 （２）現在の地形

・細流跡は、現在でも周りと比べて0.5～2m程度低く、水路状の凹地が残っている。

→ 水路の再生が比較的容易。

平成28年 レーザプロファイラ計測標高

中流たまり

上流たまり

焼山ワンド
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国土交通省
阿賀野川河川事務所3.焼山地区の現状 （１）ワンド周辺
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上流たまり

試堀ピット

焼山ワンド
中流たまり

阿賀野川

H28.8.18

ワンド出口部

→ 課題：法面が崩れ河床に堆積
→ 課題：幅が狭く、魚類がワンド内に入りづらい

ワンド上流部

締切堤（現在、上面は管理用通路）

高低差約５ｍ

H28.4.22

H28.4.25

トレンチ

阿賀野川

試掘ピット

焼山ワンド

管理用通路
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阿賀野川河川事務所3.焼山地区の現状 （２）上流側
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上流たまり

試堀ピット
焼山ワンド

中流たまり

細流跡の上流端（≒河道入口付近）

中流たまり

「中流たまり」と「上流たまり」の間

H28.4.25

H28.9.2

H28.4.25

阿賀野川

細流跡

細流跡

満願寺
たまり

中流たまり

上流たまり

上流たまり

※野焼き後（原因不明）

※野焼き後（原因不明）

上流たまり

H28.12.28上流たまり

「上流たまり」付近の不法投棄

「上流たまり」より上流側の細流跡

H28.12.28

細流跡
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H27試堀
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焼山ワンド

・導水可能な水量を確認するため、「中流たまり」付近にトレン
チを設け、揚水量と水位低下を測る揚水試験を実施した。

中流たまり

トレンチ 約５.５ｍ

ポンプ（口径６インチ）
×１～２台で揚水

約７.５ｍ

４．平成28年度調査結果（揚水試験）

揚水開始前 揚水中
（水位低下時）

H28.9.2 9:40 H28.9.2 13:10

水位Ｈ

揚水量Ｑ

トレンチ

T.P.約0m

水中ポンプ

土層

地下水位

A.P.約1m

A.P.約0m

砂礫層

T.P.約2.5m

T.P.約7.0m 農地

T.P.約2.9m

中流たまり

A A’

横断図

平面図

A’

A

ホース

トレンチの状況

調査日
水位 水位差

(①－②)
焼山ﾜﾝﾄﾞ

流量本川（満願寺） ﾄﾚﾝﾁ（①） 焼山ﾜﾝﾄﾞ（②）

H28.6.2 A.P.約2.6m（渇水位相当） A.P.2.13m A.P.1.05m 1.08m 47L/s
H28.9.2 A.P.約3.5m（平水位相当） A.P.2.34m A.P.1.18m 1.16m 48L/s

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

10/10 1/8 4/7 7/6 10/4 1/2

水
位

（
A

.P
.(
m

）
)

本川（満願寺）

2015年 2016年 2017年

H28.6.2  A.P. 2.6m H28.9.2  A.P. 3.5m

A.P. 3.88
(豊水位)

A.P. 3.56
(平水位)
A.P. 3.19
(低水位)
A.P. 2.68
(渇水位)
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揚水量（×10-3  m3/s＝L/s）

2016/6/2

2016/9/2

0

5

10
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20

25

30

上層 下層 上層 下層

下流 中流 上流 H28.6.2 H28.9.2

焼山ワンド（H26.9.24） トレンチ

2価鉄 全鉄mg/L

焼山ワンド水位
（2016/9/2）
▽A.P.1.18m

焼山ワンド水位
（2016/6/2）
▽A.P.1.05m

①［11.6］
①［13.3］
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４．平成28年度調査結果（揚水試験）

・ ポンプで最大限に揚水した時の湧出量は、約17～19L/s。

・焼山ワンドの水位まで下がった時では、約12～13L/s。これは焼山ワンド流出量の約3割。

・ただし、水質（全鉄・二価鉄）は、焼山ワンド上流と同じオーダーであり、高かった。

調査日
トレンチ

湧出量※ [L/s]
①

焼山ワンド
流量[L/s]

②

焼山ワンド
流量比
①/②

6/2（渇水位相当） 11.6 47 25%

9/2（平水位相当） 13.3 48 28%

図 4-1 トレンチの水位と揚水量

ト
レ

ン
チ

水
位

（A
.P

.m
）

※トレンチ水位が、焼山ワンド水位と同じまで下がったと仮定した場合の湧出量
（観測結果をもとに内挿により推定）

表 4-1 焼山ワンドの水位まで下がった時のトレンチ湧出量推定値

■揚水量（湧水量） ■水質

図 4-2 トレンチと焼山ワンドの水質
揚水量Ｑ

水位Ｈ

揚水による水位低下時の
トレンチ底部の様子（Ｈ28）

左:湧出直後の水 右：数時間汲み
（Ｈ28） 置いた水

湧出水は透明

赤い堆積物

［17］ ［19］
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・推定条件：集水用の暗渠（有孔管：φ1m×L100m）を埋設。

浸透水を導水用暗渠（無孔管：φ1m×L150m）で焼山ワンドに導水。

・水理公式をもとに推定された導水可能量は、61～76L/s。これは現在の焼山ワンド流出
量の約1.3～1.6倍。

■湧水量推定時の暗渠配置 ■導水可能量（推定値）

焼山ワンド

中流たまり

平面図

集水用暗渠
（有孔管）

Φ1m×L100m

ケース
導水可能量

（推定値） [L/s]
①

焼山ワンド
流量[L/s]

②

焼山ワンド
流量比

①

6/2（渇水位相当） 61 47 約130%

9/2（平水位相当） 76 48 約160%

導水用暗渠
（無孔管）

Φ1m×L150m

※不圧地下水の暗渠の水理公式（水理公式集S.60）

横断図
地下水位線

A.P.約1m

A.P.約0m

A.P.約2.5m

A.P.約7.0m 農地

中流たまり

A.P.1.0m
A.P.1.3m

0.3m 1.0m

集水用暗渠
（有孔管）

Φ1m×L100m
導水用暗渠
（無孔管）

Φ1m×L150m

あんきょ

焼山ワンド

農地

断面模式図

地下水位線

地表
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周辺地下水位

暗渠内水面高

暗渠底面高

影響圏半径（暗渠によって周辺
地下水位が低下する範囲）

暗渠幅



国土交通省
阿賀野川河川事務所

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
2.2
2.4
2.6
2.8
3.0
3.2
3.4
3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4

10/10 11/9 12/9 1/8 2/7 3/8 4/7 5/7 6/6 7/6 8/5 9/4 10/4 11/3 12/3 1/2

水
位

（
A
.P

.(
m

）
)

本川（満願寺）

本川（横越）

本川（ワンド合流点直下流）

ワンド下流

ワンド上流

試掘トレンチ

揚水試験トレンチ

中流たまり

上流たまり

TP3.88豊水位（満願寺）
TP3.56平水位（満願寺）
TP3.19低水位（満願寺）

TP2.68渇水位（満願寺）

2015年 2016年

7/7 8/23

2017年
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４．平成28年度調査結果（連続水位観測）

降水量が少ないと本川より40cm前後低い状態で推移。

降水量が多いと本川と同程度まで上昇する。

「本川－約40cm」までは河川

それ以上は降水

・なお、渇水時でも、上･中流たまりの水位は、焼山ワンドより１ｍ高い。

たまりと本川の水位

差は小さい。
たまりの水位は、本川

より50cm前後低い。

大渇水時でも上流・中流

たまりの水位は、焼山ワ

ンドより1ｍ程度高い。

降水量の多い時期 降水量の少ない時期

⇒以上より、たまりの水は によって供給されている、
と考えられる。

・上･中流たまりの水位は

図 4-3 自動観測水位
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阿賀野川河川事務所４．平成28年度調査結果（まとめ）
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調査項目 調査結果 分かったこと

揚水試験 ・焼山ワンドの水位まで下げた場合、
焼山ワンド流量の約３～４割の流
出量が得られた。

・鉄濃度（全鉄・二価鉄）は、焼山ワン
ド上流と同じオーダーであり、高
かった。

・暗渠（有孔管）を100m埋設した場合には、
焼山ワンド流量の1.5倍程度の導水量と
推定された。

・水質の鉄濃度は焼山ワンドと同程度であ
り、導水した場合でも希釈効果は見込め
ない。

・ただし、導水した場合は、雨水も入るため、
希釈効果が高まる。

連続水位 ・1年間観測の結果、ワンドと「中流た
まり」との間には１～３ｍの水位差
あり。

・「上流たまり」や「中流たまり」は、降
雨が少ないと本川水位によらず水
位が低下する。

・しかし、低下は本川水位（満願寺）
の約－４０ｃｍ程度で止まる。

・ワンドと「中流たまり」との間に、常時、約
１ｍ以上の水位差がある。
（渇水時でも、「中流たまり」水位は
A.P.2.1mあり、ワンドとは約1.1mの水位差
あり）

・「たまり」の水は、本川からの伏流水＋降
雨により、まかなわれている。
参考：H27時点では河川由来が主と想定
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５．今後の対策について

■今後の対策

・先ずは、堆積が進み通水性が低くなっているワンド下流部につい

て、掘削して水深を回復させるとともに、水面を拡幅し、魚類の生

息場自体を増やす。

・今年度の揚水試験の結果より「中流たまり」からの導水につ

いて実現性が見えてきたため、順次検討・実施していく。

・導水は、モニタリングで湧出量や水質の状況を確認しながら段階

的に施工するなど、順応的に対応していく。

■上越市立水族館・中村幸弘顧問ヒアリング（H28.12.14）意見

・水路を拡幅すれば、魚類の生息に有利になると考えられる。

・赤水が魚類に与える影響は不明だが、多くの魚類が確認されているので問題ないのでは

ないか（ただし、沈殿物の堆積で餌生物が減少したら影響を受ける可能性はある）。
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６.改良計画（案）

・「 ①ワンド下流部」の拡幅を、H29年度に実施し、魚類の生息場を拡大する。

・「 ②締切堤付近」は、今回の調査を踏まえ、H29から随時実施する。

・「 ③上流たまりより上流」は、①、②の改良結果を踏まえ、必要に応じて実施する。

焼山ワンド
中流たまり 上流たまり細流跡 細流跡

締切堤

B

B’

C

C’

D

D’

②締切堤付近 ③上流たまりより上流

①ワンド下流部

阿賀野川

阿
賀
野
川

■平面計画（イメージ）

■縦断計画（イメージ）

■断面（イメージ）

湧水

上流たまり中流たまり

焼山ワンド 阿
賀
野
川

阿賀野川

現地形
改良後地形

Ａ － Ａ’

湧水湧水

Ｂ － Ｂ’
Ｃ － Ｃ’

中流たまり
Ｄ － Ｄ’ Ｅ － Ｅ’

水面を拡幅
→ 魚類の生息場を拡大

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

一旦開削し、礫に置換
→ 地下水をワンドに導水

吸出し防止材

締切堤

堆積した土砂を掘削
→ かつての細流を再生

堆積した土砂を掘削し、
目詰まりしないよう礫を投入


